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本講究録は、1991年 11月 25{̃}27日、京都大字数理解析研究所

て開催された研究集会「数式処理と数学=研究への応用 (11回)」
の報告干てある。

この研究集会は、1980年に第 1回か開催されて以来、広範囲
な数理系分野の研究者と数式処理研究者との直接的な交流の場
としての役割を果たしてきている。

今回の研究集会ては、アルゴリズム研究・ノステム開発・各

分野への数式処理ノステムの応用に加え前回の研究集会より報
告された、数値数式処理ノステムのより発展した形の、数値計

算と数式処理ノステムの融合型アルゴリズムに関する報告か多
かったことを記しておくへきてあろう。

更に日本の数式処理にとって特記すへきは、1990年に日本にお
いて開催された国際数式記号処理字会の良い余波:として、1992

年 4月に設立された日本数式処理字会てあろう。この字会は、数
式処理の広い音味の研究者・利用者を集めた学際的字会てあり、
今後の日本における数式処理の発展に寄与すると考えられる。
歴史的に見ても、数式処理関連分野の研究推進と研究者の結

束に対して本研究集会か果たしてきた役割の重要性を再認識を

するとともに、かかる役割と責任の大きさを改めて痛感する次

第てある。
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